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自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
高
等
部
で
の
教
育

─
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
─
─

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
特
別
支
援
教
育
調
査
官
　
加
藤
宏
昭

り
方
生
き
方
や
進
む
べ
き
方
向
性
と
そ
の
具
体

的
な
選
択
肢
に
つ
い
て
探
索
・
試
行
し
、
常
に

将
来
設
計
や
目
標
を
修
正
し
て
、
自
己
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
に
お
い
て
行
わ
れ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

特
に
、
障
害
の
あ
る
生
徒
の
場
合
は
、
そ
の

障
害
に
よ
っ
て
日
常
生
活
や
学
習
場
面
に
お
い

て
様
々
な
つ
ま
ず
き
や
困
難
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
高
等
学
校
等
の
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
心
身

の
発
達
の
段
階
等
を
考
慮
し
て
教
育
す
る
だ
け

で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
自
立
活
動
に
お
け
る

指
導
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
社
会
の

一
員
と
し
て
生
き
て
い
く
と
い
う
視
点
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
高
等
部
の
生
徒
が

自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
て
い
く
教
育
に

つ
い
て
解
説
を
行
う
。

ま
た
、
実
践
事
例
で
は
、
高
等
部
卒
業
後
を

見
据
え
て
、
自
己
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て

生
徒
が
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
生
徒
が
学
校
卒
業
後

に
社
会
で
主
体
的
に
生
き
て
い
く
た
め
の
指
導

に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

Ⅰ
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
目
指
す
も
の

特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

生
徒
が
、
学
ぶ
こ
と
と
自
己
の
将
来
と
の
つ

な
が
り
を
見
通
し
な
が
ら
、
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能

力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

は
じ
め
に

高
等
部
段
階
の
生
徒
は
、
知
的
能
力
や
身
体

的
能
力
の
発
達
が
著
し
く
、
ま
た
、
人
間
と
し

て
の
在
り
方
生
き
方
を
模
索
し
、
価
値
観
を
形

成
す
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
発

達
の
段
階
に
あ
る
生
徒
が
自
己
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
自
己
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
深
く
考
え
、
将
来
の
在
り
方
生
き
方
、
進
路

を
選
択
決
定
し
て
、
将
来
の
生
活
に
お
い
て
望

ま
し
い
自
己
実
現
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
・
支

援
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
進
路
の
選
択
決
定
や

将
来
設
計
は
、
高
等
部
卒
業
後
の
就
職
や
進
学

等
に
つ
い
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
最
終
目
的

で
は
な
い
。
高
等
部
卒
業
後
の
社
会
的
移
行
に

お
い
て
も
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
職
業

経
験
を
積
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
在

自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
高
等
部
で
の
教
育
─
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
─
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特
集
自己の在り方生き方を考える高等部での教育─キャリア教育を通して─
【総説】自己の在り方生き方を考える高等部での教育─キャリア教育を通して─

特
別
活
動
を
要
と
し
つ
つ
各
教
科
・
科
目
等
又

は
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
そ
の
中
で
、
生
徒
が

自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
主
体
的
に
進
路

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
、
組
織
的
か
つ
計
画
的
な

進
路
指
導
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
家
庭
及
び

地
域
や
福
祉
、
労
働
等
の
業
務
を
行
う
関
係
機

関
と
の
連
携
を
十
分
に
図
る
こ
と
。

※
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
。

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基

盤
と
な
る
資
質
・
能
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

の
段
階
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
学

校
の
教
育
活
動
全
体
の
中
で
育
む
も
の
と
さ
れ

て
き
た
が
、
特
に
狭
義
の
意
味
で
の
「
進
路
指

導
」
と
の
混
同
に
よ
り
、
職
場
体
験
活
動
や
社

会
人
講
話
な
ど
、
職
業
に
関
す
る
理
解
を
目
的

と
し
た
活
動
だ
け
に
目
が
行
き
が
ち
に
な
り
、

生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
の
在
り
方
生
き
方
を
考

え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

教
師
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
、「
勤
労
観
」

や
「
職
業
観
」
の
み
を
育
て
る
教
育
で
は
な
い

こ
と
、
ま
た
、
職
業
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
は

同
義
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
理
解
し

た
上
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
生
徒
が
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
や

態
度
の
育
成
を
目
標
と
す
る
教
育
的
働
き
か
け

で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な

の
は
、
自
ら
の
力
で
生
き
方
を
選
択
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
能
力
や
態
度
を
身

に
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。
職
業
的
自
立
は
、
あ

く
ま
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
目
標
と
す
る
も
の

の
一
部
で
あ
り
、
職
業
生
活
以
外
の
家
庭
生
活

や
地
域
生
活
、
余
暇
生
活
な
ど
、
社
会
で
生
き

て
い
く
上
で
重
要
な
様
々
な
生
活
上
の
自
立
を

見
通
し
た
上
で
の
指
導
が
求
め
ら
れ
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
」
を
、「
仕
事
」
や
「
進
路
」
と

い
う
狭
い
意
味
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
人

が
生
涯
の
中
で
様
々
な
役
割
を
果
た
す
過
程

で
、
自
ら
の
役
割
の
価
値
や
自
分
と
の
関
係
を

見
い
だ
し
て
い
く
連
な
り
や
積
み
重
ね
」
と
い

う
広
い
意
味
で
捉
え
て
教
育
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅱ
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力

平
成
二
三
年
一
月
、
中
央
教
育
審
議
会
は
答

申
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
以
下
「
キ
ャ

リ
ア
答
申
」
と
す
る
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

キ
ャ
リ
ア
答
申
で
は
、
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力

の
確
実
な
育
成
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
課
題

と
し
て
い
る
。
以
下
、
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力

を
構
成
す
る
四
つ
の
能
力
に
つ
い
て
、「
中
学

校
・
高
等
学
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
手
引
き
」

（
令
和
五
年
三
月
文
部
科
学
省
）（
以
下
、「
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
手
引
き
」
と
す
る
）
を
参
考
と
し

な
が
ら
、
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
視

点
か
ら
見
て
い
く
。

（
ア
）
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力

　

多
様
な
他
者
の
考
え
や
立
場
を
理
解
し
、
相

手
の
意
見
を
聴
い
て
自
分
の
考
え
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
自
分
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
受
け
止
め
、
役
割
を
果
た
し

つ
つ
他
者
と
協
力
・
協
働
し
て
社
会
に
参
画

し
、
今
後
の
社
会
を
積
極
的
に
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
力

こ
の
能
力
は
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
生

活
し
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
、
基
礎
と
な
る
能

力
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
人
や
社
会
と
の
関

わ
り
は
、
自
分
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、
能

力
、
態
度
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ

り
、
自
ら
を
育
成
す
る
上
で
も
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
要
素
と
し
て
は
、
例

え
ば
、
他
者
の
個
性
を
理
解
す
る
力
、
他
者
に

働
き
か
け
る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

キ
ル
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等



No.93　特別支援教育  ｜  46

	

は
じ
め
に

令
和
三
年
一
二
月
、
厚
生
労
働
省
か
ら
全
て
の

新
生
児
へ
の
聴
覚
検
査
を
目
標
と
す
る
基
本
方
針

案
が
公
表
さ
れ
、
難
聴
児
に
対
す
る
早
期
発
見
・

早
期
介
入
の
重
要
性
が
周
囲
に
も
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
難
聴
児
は
発

生
人
数
も
多
く
は
な
く
、
ま
た
専
門
性
の
高
い
対

応
を
要
す
る
た
め
、
難
聴
児
と
そ
の
家
族
の
苦
労

や
努
力
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
支
援
体
制
が
継
続
さ

れ
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い
る
。
岐
阜
県
で
は
難

聴
児
を
専
門
的
に
支
援
す
る
機
関
が
岐
阜
市
に
し

か
な
く
、
広
い
面
積
と
偏
っ
た
医
療
・
療
育
体
制

に
よ
っ
て
、
更
に
地
域
格
差
と
い
う
問
題
も
抱
え

て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
改
善
を
目
指
し
、「
岐
阜
県

難
聴
児
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

が
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
内
に
設
置
さ
れ

た
。
病
院
内
へ
の
こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
設
置
は
全

国
で
も
ま
だ
数
か
所
で
あ
り
、
難
聴
児
支
援
の
新

し
い
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
セ
ン
タ
ー
の
取
組
と
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

岐
阜
県
難
聴
児
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組

子
供
を

さ
さ
え
る

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

い
て
紹
介
す
る
。

	

Ⅰ
－
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
経
緯

厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省
で
は
「
難
聴
児
の

早
期
支
援
に
向
け
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
令
和
元
年
に
発
足
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
岐
阜
県
で
の
新
た
な

難
聴
児
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
必
要
性
が
再
認
識

さ
れ
、
ま
ず
難
聴
児
の
保
護
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
が
行
わ
れ
た
。「
難
聴
と
診
断
さ
れ
た
際
に
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
が
、
ど
こ
に
何
が
あ
っ

て
、
誰
に
何
を
た
ず
ね
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な

い
」「
難
聴
児
を
も
つ
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
な
い
」「
専
門
療
育
機
関
が
岐
阜
市
の
み
で
あ

り
、
身
近
で
専
門
療
育
が
受
け
ら
れ
な
い
」
と

い
っ
た
様
々
な
不
安
の
声
が
挙
が
っ
た
。

こ
う
し
た
声
か
ら
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教

育
の
各
分
野
が
連
携
し
て
一
貫
し
た
支
援
を
で
き

る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
整
備
を
は
じ
め
と

し
た
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
り
、
各
分
野
の
有

識
者
や
難
聴
児
の
保
護
者
の
参
集
を
得
て
、
令
和

元
年
一
二
月
一
一
日
「
岐
阜
県
難
聴
児
支
援
に
関

す
る
検
討
会
」（
以
下
、
検
討
会
）
が
設
置
さ
れ

た
。
検
討
会
で
は
、
早
期
発
見
・
早
期
診
断
・
早

期
療
育
開
始
の
流
れ
に
必
要
な
連
携
体
制
や
、
地

域
格
差
を
生
じ
な
い
た
め
の
体
制
が
検
討
さ
れ
、

早
期
発
見
か
ら
療
育
ま
で
の
流
れ
を
把
握
で
き
る

病
院
内
へ
の
セ
ン
タ
ー
設
置
が
望
ま
し
い
と
判
断

し
、
岐
阜
県
か
ら
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が

委
託
を
受
け
る
形
で
、
令
和
三
年
一
一
月
一
日
、

精
密
検
査
機
関
で
も
あ
る
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属

病
院
内
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

	

Ⅱ
－
セ
ン
タ
ー
の
概
要

セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、

岐
阜
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
医
師

を
は
じ
め
と
し
た

耳
鼻
咽
喉
科
医
師

が
セ
ン
タ
ー
長
・

副
セ
ン
タ
ー
長
・

特
別
ア
ド
バ
イ

岐阜大学耳鼻咽喉科臨床講師　　　　　　
岐阜県難聴児支援センター　副センター長

　　小原奈津子

写真　センタースタッフ
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施策だより

ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
受
賞
団
体
の
公
表
及
び

表
彰
式
の
開
催
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
都
市
農
村
交
流
課
農
福
連
携
推
進
室

１　
農
福
連
携
施
策
の
概
要

１　
農
福
連
携
の
意
義

「
農
福
連
携
＝
農
業
と
福
祉
の
連

携
」
と
は
、
障
害
者
の
農
業
分
野
で
の

活
躍
を
通
じ
て
、
農
業
経
営
の
発
展
と

と
も
に
障
害
者
の
自
信
や
生
き
が
い
を

創
出
し
、
社
会
参
画
を
実
現
す
る
取
組

を
指
す
。

農
福
連
携
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
と
、
福
祉
分

野
に
お
け
る
障
害
者
の
就
労
先
の
確
保

や
工
賃
向
上
等
の
課
題
の
両
方
を
解
決

す
る
取
組
で
あ
り
、
全
国
で
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
。

２　
国
に
よ
る
取
組

国
は
、
農
福
連
携
等
に
つ
い
て
全
国

的
な
機
運
醸
成
を
図
り
強
力
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
二
〇
一
九
年
に
内
閣
官

房
長
官
を
議
長
と
す
る
省
庁
横
断
の

「
農
福
連
携
等
推
進
会
議
」
を
設
置

し
、
同
年
六
月
の
第
二
回
会
議
に
お
い

て
施
策
推
進
の
方
向
性
を
示
し
た
「
農

福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

た
。同

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
令
和
元
年
度
末

を
始
点
と
し
て
、
令
和
六
年
度
末
ま
で

の
五
年
間
で
農
福
連
携
に
取
り
組
む
主

体
を
新
た
に
三
〇
〇
〇
創
出
す
る
と
の

目
標
の
も
と
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て

①
認
知
度
の
向
上
、
②
取
組
の
促
進
、

③
取
組
の
輪
の
拡
大
の
三
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
農

林
水
産
省
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

関
係
団
体
等
は
も
と
よ
り
、
経
済
界
や

消
費
者
、
更
に
は
学
識
経
験
者
等
の
各

界
の
関
係
者
が
参
加
し
て
農
福
連
携
等

を
応
援
す
る
「
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
立
し
、
農
福
連
携

に
係
る
情
報
共
有
や
主
体
間
の
連
携
・

交
流
等
を
目
的
と
し
た
各
種
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

３　
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
概
要

本
稿
で
紹
介
す
る
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア

ワ
ー
ド
」
は
、
農
福
連
携
の
取
組
の
輪

の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
農
福

連
携
の
取
組
の
優
良
事
例
を
表
彰
す
る

こ
と
で
横
展
開
に
つ
な
げ
る
取
組
で
あ

り
、
先
述
の
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
る
。
令
和
二
年
度
の
初
開
催
以

降
、
毎
年
多
く
の
農
福
連
携
に
取
り
組

む
主
体
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
す
ば
ら

し
い
取
組
を
表
彰
・
広
報
し
て
き
た
。

第
四
回
目
の
開
催
と
な
る
ノ
ウ
フ

ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
で
は
、
関
係

各
省
大
臣
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

前
年
を
上
回
る
全
一
九
八
件
の
応
募
に

対
し
て
、「
人
を
耕
す
」「
地
域
を
耕

す
」「
未
来
を
耕
す
」
と
い
う
三
つ
の

評
価
軸
か
ら
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
た
。
選
考
の
結
果
、
特
に
優

れ
た
取
組
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
二
件

の
取
組
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
開
催
以
降
初
め
て
、
農
福
連
携
に

取
り
組
む
特
別
支
援
学
校
の
取
組
が
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

２　

�

ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０

２
３
受
賞
団
体
に
つ
い
て

１　
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム�

（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

同
社
は
、
長
野
県
松
川
町
の
約
二
〇

六
ａ
の
農
地
で
、
り
ん
ご
、
に
ん
に
く
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実
施
す
る
。

・�

農
福
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

・�

ノ
ウ
フ
クW

EB

　
（
農
福
連
携
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

等
を
生
産
す
る
農
業
法
人
で
あ
る
。
地

域
の
高
齢
の
農
家
か
ら
農
地
を
積
極
的

に
引
き
受
け
て
農
業
生
産
の
規
模
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
全
国
で
初
め
て
ノ

ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
受
け
た
事
業

者
と
し
て
、
積
極
的
に
販
路
を
拡
大
す

る
等
、
農
福
連
携
の
認
知
度
向
上
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
り
ん
ご
の
木
は
低
く

仕
立
て
、
に
ん
に
く
は
畝
間
を
広
く
す

る
こ
と
で
障
害
者
が
農
作
業
を
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
等
の
工
夫
を
行

い
、
生
産
の
規
模
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

令
和
五
年
四
月
に
は
自
社
で
新
た
に
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
設
立
し

た
。

２　
社
会
福
祉
法
人
青
葉
仁
会�

（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

奈
良
県
奈
良
市
に
お
い
て
、
生
活
介

護
、
施
設
入
所
支
援
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
や
就
労
移
行
支
援
施
設
を

運
営
し
な
が
ら
、
利
用
者
と
共
に
農
作

物
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
農

業
の
ほ
か
、
加
工
業
、
販
売
業
な
ど
の

様
々
な
業
種
の
作
業
を
通
じ
て
障
害
者

の
成
長
や
経
済
的
自
立
を
支
援
し
、
四

〇
名
以
上
が
一
般
企
業
へ
の
就
労
に
移

行
し
て
い
る
。

過
疎
化
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、
カ

フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
農
園
の
運

営
、
廃
校
の
活
用
な
ど
、
多
角
的
に
事

業
を
展
開
し
な
が
ら
、
障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
多
く
の
人
た
ち
が
活
躍
し
、

社
会
全
体
を
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。

３　
広
島
県
立
広
島
特
別
支
援
学
校�

（
準
グ
ラ
ン
プ
リ「
人
を
耕
す
」）

全
て
の
年
次
の
生
徒
が
、
自
信
や
生

き
が
い
を
も
っ
て
社
会
参
画
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
、
作
業
学
習
の
授
業
に

お
い
て
、
学
校
内
の
ほ
場
で
農
作
業
を

実
施
し
て
い
る
。
収
穫
し
た
野
菜
を
公

民
館
と
連
携
し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
地

域
の
高
齢
者
を
主
な
対
象
者
と
し
て
受

注
型
の
訪
問
販
売
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

訪
問
販
売
の
実
施
や
学
校
運
営
協
議

会
に
お
け
る
地
域
の
関
係
機
関
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
、
農
福
連
携
の
取
組

の
輪
が
広
が
り
、
地
域
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
と
し
て
の
生
徒
た
ち
の

自
信
や
地
域
貢
献
へ
の
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
更
に
は
、
生
徒
た
ち
が

農
作
業
を
通
じ
て
就
労
に
必
要
な
能
力

を
身
に
付
け
、
ま
た
農
福
連
携
の
輪
の

中
で
地
域
の
関
係
者
が
生
徒
た
ち
の
姿

を
目
に
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
職
種
へ

の
一
般
就
労
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

４　
今
後
の
展
望

農
福
連
携
は
、
施
策
と
し
て
各
省
が

連
携
し
て
推
進
し
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
農
業
分
野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分

野
等
の
地
域
の
様
々
な
主
体
が
相
互
に

関
連
し
て
協
力
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

取
組
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
は
引
き
続
き
、
文
部
科

学
省
等
の
関
連
省
庁
や
、
関
係
機
関
と

密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
農
福
連
携

等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
定
め
た
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
ノ
ウ
フ
ク
・
ア

ワ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
取
組
を


